
(57)【要約】

【課題】　２つのユニットの間隔を調節するユニット間

隔調節機構において、使用者が所定の間隔に簡単に調節

することができ、簡単な構造で部品点数が少なく、コス

トを削減したユニット間隔調節機構及びこれを用いた超

音波診断装置を提供する。

【解決手段】　第１のユニットが接続された第１の円筒

体と、この第１の円筒体に外挿又は内挿される、第２の

ユニットが接続された第２の円筒体と、前記第１の円筒

体に設けられ、前記第１の円筒体の中心軸に対して所定

の傾斜を持つ傾斜ガイド部と、この傾斜ガイド部に係合

し、前記第１の円筒体の中心軸方向の回動移動の基点と

なる複数の支持部材と、この支持部材を前記第２の円筒

体に取り付けるための複数の取り付け孔とを備えること

を特徴とする。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も 外 周 の 一 部 が 円 弧 状 を な し 、 第 １ の ユ ニ ッ ト が 接 続 さ れ た 、 第 １ の 物 体 と 、
　 こ の 第 １ の 物 体 に 外 挿 又 は 内 挿 さ れ る 、 第 ２ の ユ ニ ッ ト が 接 続 さ れ た 第 ２ の 物 体 と 、
　 前 記 第 １ の 物 体 の 円 弧 状 に 係 る 部 分 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ の 物 体 の 前 記 外 挿 又 は 内 挿 方
向 に 対 し て 所 定 の 傾 斜 を 持 つ 傾 斜 ガ イ ド 部 と 、
　 こ の 傾 斜 ガ イ ド 部 に 係 合 し 、 前 記 第 １ の 物 体 の 前 記 外 挿 又 は 内 挿 方 向 の 回 動 移 動 の 基 点
と な る 少 な く と も １ つ の 支 持 部 材 と 、
　 こ の 支 持 部 材 を 前 記 第 ２ の 物 体 に 取 り 付 け る た め の 少 な く と も １ つ の 取 り 付 け 孔 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の 物 体 及 び 第 ２ の 物 体 は 円 筒 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ユ ニ
ッ ト 間 隔 調 節 機 構 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の ユ ニ ッ ト は 前 記 第 １ の 物 体 の 一 端 に 接 続 さ れ 、 前 記 傾 斜 ガ イ ド 部 は 前 記 第 １
の 物 体 の 他 端 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の 物 体 の 円 弧 状 を な す 外 周 部 分 に は 前 記 傾 斜 ガ イ ド 部 と し て 溝 部 が 設 け ら れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 取 り 付 け 孔 が 複 数 設 け ら れ る と き 、 前 記 支 持 部 材 は 前 記 各 取 り 付 け 孔 に 対 し て 取 り
付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 支 持 部 材 が 複 数 あ る と き 、 少 な く と も １ つ の 支 持 部 材 は 前 記 取 り 付 け 孔 に 対 し て 挿
抜 可 能 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 物 体 の い ず れ か 一 方 に ネ ジ 部 、 他 方 に ネ ジ 受 け 部 を さ ら に 設 け 、 第
１ 及 び 第 ２ の 物 体 は 所 定 位 置 に て ネ ジ 留 め さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ユ ニ
ッ ト 間 隔 調 節 機 構 。
【 請 求 項 ８ 】
　 第 １ の ユ ニ ッ ト が 接 続 さ れ た 第 １ の 円 筒 体 と 、
　 こ の 第 １ の 円 筒 体 に 外 挿 又 は 内 挿 さ れ る 、 第 ２ の ユ ニ ッ ト が 接 続 さ れ た 第 ２ の 円 筒 体 と
、
　 前 記 第 １ の 円 筒 体 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 の 中 心 軸 に 対 し て 所 定 の 傾 斜 を 持 つ 傾
斜 ガ イ ド 部 と 、
　 こ の 傾 斜 ガ イ ド 部 に 係 合 し 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 の 中 心 軸 方 向 の 回 動 移 動 の 基 点 と な る 複
数 の 支 持 部 材 と 、
　 こ の 支 持 部 材 を 前 記 第 ２ の 円 筒 体 に 取 り 付 け る た め の 複 数 の 取 り 付 け 孔 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 。
【 請 求 項 ９ 】
　 第 １ の ユ ニ ッ ト が 接 続 さ れ た 第 １ の 円 筒 体 と 、
　 こ の 第 １ の 円 筒 体 に 外 挿 又 は 内 挿 さ れ る 、 第 ２ の ユ ニ ッ ト が 接 続 さ れ た 第 ２ の 円 筒 体 と
、
　 前 記 第 １ の 円 筒 体 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 の 中 心 軸 に 対 し て 所 定 の 傾 斜 を 持 つ 傾
斜 ガ イ ド 部 と 、
　 こ の 傾 斜 ガ イ ド 部 に 係 合 し 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 の 中 心 軸 方 向 の 回 動 移 動 の 基 点 と な る 第
１ 及 び 第 ２ の 支 持 部 材 と 、
　 前 記 第 ２ の 円 筒 体 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 支 持 部 材 を 取 り 付 け る た め の 第 １ 及
び 第 ２ の 取 り 付 け 孔 と
　 を 備 え 、
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　 前 記 第 １ の 支 持 部 材 が 前 記 第 １ の 取 り 付 け 孔 に 取 り 付 け ら れ た 状 態 で 前 記 第 １ の 支 持 部
材 を 基 点 と し て 前 記 第 １ の 円 筒 体 を 回 転 さ せ た 後 に 前 記 第 ２ の 支 持 部 材 を 前 記 第 １ の 円 筒
体 の 新 た な 回 動 移 動 の 基 点 と な る よ う 前 記 第 ２ の 取 り 付 け 孔 に 挿 入 し 前 記 第 ２ の 支 持 部 材
を 基 点 と し て 前 記 第 １ の 円 筒 体 を 回 転 さ せ る こ と に よ り 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の ユ ニ ッ ト の 間
隔 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 傾 斜 ガ イ ド 部 が 前 記 第 １ の 支 持 部 材 に よ り 支 持 さ れ る と き 前 記 第 １ の 取 り 付 け 孔 よ
り 下 側 で 前 記 傾 斜 ガ イ ド 部 を 支 持 す る 第 ３ の 取 り 付 け 孔 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 第 ３ の 取 り 付 け 孔 に 前 記 第 ２ の 支 持 部 材 を 挿 入 す る こ と に よ り 前 記 傾 斜 ガ イ ド 部 を
前 記 第 ２ の 支 持 部 材 に よ り 支 持 し た 状 態 で 前 記 第 １ の 支 持 部 材 を 基 点 と し て 前 記 第 １ の 円
筒 体 を 回 転 さ せ た 後 に 前 記 第 ２ の 支 持 部 材 を 前 記 第 ３ の 取 り 付 け 孔 か ら 前 記 第 ２ の 取 り 付
け 孔 に 移 動 し て 挿 入 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ３ の 取 り 付 け 孔 は 前 記 傾 斜 ガ イ ド 部 の 前 記 中 心 軸 方 向 の 最 大 寸 法 差 の ２
倍 の 距 離 だ け 前 記 中 心 軸 方 向 に 離 れ た 位 置 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記
載 の ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 円 筒 体 の い ず れ か 一 方 に ネ ジ 部 、 他 方 に ネ ジ 受 け 部 を さ ら に 設 け 、
第 １ 及 び 第 ２ の 円 筒 体 は 所 定 位 置 に て ネ ジ 留 め さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の
ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 傾 斜 ガ イ ド 部 は 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 の 周 面 に 形 成 さ れ た 溝 で あ り 、 前 記 取 り 付 け 孔
は 前 記 第 ２ の 円 筒 体 の 中 心 軸 を 挟 ん で 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
８ 又 は ９ に 記 載 の ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 傾 斜 ガ イ ド 部 は 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 の 下 面 の 少 な く と も 一 部 に 形 成 さ れ る 面 で あ り
、 前 記 取 り 付 け 孔 は 、 前 記 第 ２ の 円 筒 体 の 中 心 軸 を 挟 ん で 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 又 は ９ に 記 載 の ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 第 １ の ユ ニ ッ ト が 接 続 さ れ た 第 １ の 円 筒 体 と 、
　 こ の 第 １ の 円 筒 体 に 外 挿 又 は 内 挿 さ れ る 、 第 ２ の ユ ニ ッ ト が 接 続 さ れ た 第 ２ の 円 筒 体 と
、
　 前 記 第 １ の 円 筒 体 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 の 中 心 軸 に 平 行 な 方 向 に 始 点 及 び 終 点
が 設 け ら れ た 略 く の 字 型 の 溝 を な す ガ イ ド 部 と 、
　 こ の ガ イ ド 部 に 係 合 し 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 の 中 心 軸 方 向 の 回 動 移 動 の 基 点 と な る 支 持 部
材 と 、
　 前 記 第 ２ の 円 筒 体 に 設 け ら れ 、 前 記 支 持 部 材 が 取 り 付 け ら れ る 取 り 付 け 孔 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 支 持 部 材 が 前 記 ガ イ ド 部 に 係 合 さ れ た 状 態 で 前 記 第 １ の 円 筒 体 を 所 定 方 向 に 回 転 さ
せ た 後 に 前 記 第 １ の 円 筒 体 を 前 記 所 定 方 向 と は 逆 向 き に 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 第 １ 及 び
第 ２ の ユ ニ ッ ト の 間 隔 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節
機 構 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 第 １ の ユ ニ ッ ト と 、
　 第 ２ の ユ ニ ッ ト と 、
　 前 記 第 １ の ユ ニ ッ ト に 接 続 さ れ た 第 １ の 円 筒 体 と 、
　 前 記 第 ２ の ユ ニ ッ ト に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 に 外 挿 又 は 内 挿 さ れ る 第 ２ の 円 筒 体
と
　 を 備 え た 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、
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　 前 記 第 １ の 円 筒 体 に は 、 こ の 第 １ の 円 筒 体 の 中 心 軸 に 対 し て 所 定 の 傾 斜 を 持 つ 傾 斜 ガ イ
ド 部 が 設 け ら れ 、
　 前 記 第 ２ の 円 筒 体 に は 、 前 記 傾 斜 ガ イ ド 部 に 係 合 し 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 の 中 心 軸 方 向 の
回 動 移 動 の 基 点 と な る 複 数 の 支 持 部 材 と 、 こ の 支 持 部 材 を 前 記 第 ２ の 円 筒 体 に 取 り 付 け る
た め の 複 数 の 取 り 付 け 孔 と が 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 第 １ の ユ ニ ッ ト と 、
　 第 ２ の ユ ニ ッ ト と 、
　 前 記 第 １ の ユ ニ ッ ト に 接 続 さ れ た 第 １ の 円 筒 体 と 、
　 前 記 第 ２ の ユ ニ ッ ト に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 に 外 挿 又 は 内 挿 さ れ る 第 ２ の 円 筒 体
と
　 を 備 え た 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 円 筒 体 に は 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 の 中 心 軸 に 対 し て 所 定 の 傾 斜 を 持 つ 傾 斜 ガ イ
ド 部 が 設 け ら れ 、
　 前 記 第 ２ の 円 筒 体 に は 、 前 記 傾 斜 ガ イ ド 部 に 係 合 し 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 の 中 心 軸 方 向 の
回 動 移 動 の 基 点 と な る 第 １ 及 び 第 ２ の 支 持 部 材 と 、 こ の 第 １ 及 び 第 ２ の 支 持 部 材 を 取 り 付
け る た め の 第 １ 及 び 第 ２ の 取 り 付 け 孔 と が 設 け ら れ 、
　 前 記 第 １ の 支 持 部 材 が 前 記 第 １ の 取 り 付 け 孔 に 取 り 付 け ら れ た 状 態 で 前 記 第 １ の 支 持 部
材 を 基 点 と し て 前 記 第 １ の 円 筒 体 を 回 転 さ せ た 後 に 前 記 第 ２ の 支 持 部 材 を 前 記 第 １ の 円 筒
体 の 新 た な 回 動 移 動 の 基 点 と な る よ う 前 記 第 ２ の 取 り 付 け 孔 に 挿 入 し 前 記 第 ２ の 支 持 部 材
を 基 点 と し て 前 記 第 １ の 円 筒 体 を 回 転 さ せ る こ と に よ り 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の ユ ニ ッ ト の 間
隔 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 第 ２ の 円 筒 体 に は 、 前 記 傾 斜 ガ イ ド 部 が 前 記 第 １ の 支 持 部 材 に よ り 支 持 さ れ る と き
前 記 第 １ の 取 り 付 け 孔 よ り 下 側 で 前 記 傾 斜 ガ イ ド 部 を 支 持 す る 第 ３ の 取 り 付 け 孔 が さ ら に
設 け ら れ 、
　 前 記 第 ３ の 取 り 付 け 孔 に 前 記 第 ２ の 支 持 部 材 を 挿 入 す る こ と に よ り 前 記 傾 斜 ガ イ ド 部 の
下 端 部 を 前 記 第 ２ の 支 持 部 材 に よ り 支 持 し た 状 態 で 前 記 第 １ の 支 持 部 材 を 基 点 と し て 前 記
第 １ の 円 筒 体 を 所 定 方 向 に 回 転 さ せ た 後 に 前 記 第 ２ の 支 持 部 材 を 前 記 第 ３ の 取 り 付 け 孔 か
ら 前 記 第 ２ の 取 り 付 け 孔 に 移 動 し て 挿 入 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 超 音 波
診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ３ の 取 り 付 け 孔 は 前 記 傾 斜 ガ イ ド 部 の 前 記 中 心 軸 方 向 の 最 大 寸 法 差 の ２
倍 の 距 離 だ け 前 記 中 心 軸 方 向 に 離 れ た 位 置 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ に 記
載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 円 筒 体 の い ず れ か 一 方 に ネ ジ 部 、 他 方 に ネ ジ 受 け 部 を さ ら に 設 け 、
第 １ 及 び 第 ２ の 円 筒 体 は 所 定 位 置 に て ネ ジ 留 め さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ に 記 載
の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 傾 斜 ガ イ ド 部 は 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 の 周 面 に 形 成 さ れ た 溝 で あ り 、 前 記 取 り 付 け 孔
は 前 記 第 ２ の 円 筒 体 の 中 心 軸 を 挟 ん で 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ７ 又 は １ ８ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
前 記 傾 斜 ガ イ ド 部 は 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 の 下 面 の 少 な く と も 一 部 に 形 成 さ れ る 面 で あ り 、
前 記 取 り 付 け 孔 は 、 前 記 第 ２ の 円 筒 体 の 中 心 軸 を 挟 ん で 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ 又 は １ ８ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 第 １ の ユ ニ ッ ト と 、
　 第 ２ の ユ ニ ッ ト と 、
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　 前 記 第 １ の ユ ニ ッ ト に 接 続 さ れ た 第 １ の 円 筒 体 と 、
　 前 記 第 ２ の ユ ニ ッ ト に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 に 外 挿 又 は 内 挿 さ れ る 第 ２ の 円 筒 体
と
　 を 備 え た 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 円 筒 体 に は 、 こ の 第 １ の 円 筒 体 の 中 心 軸 に 平 行 な 方 向 に 始 点 及 び 終 点 が 設 け
ら れ た 略 く の 字 型 の 溝 を な す ガ イ ド 部 が 設 け ら れ 、
　 前 記 第 ２ の 円 筒 体 に は 、 前 記 ガ イ ド 部 に 係 合 し 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 の 中 心 軸 方 向 の 回 動
移 動 の 基 点 と な る 支 持 部 材 と 、 こ の 支 持 部 材 が 取 り 付 け ら れ る 取 り 付 け 孔 と が 設 け ら れ る
こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 支 持 部 材 が 前 記 ガ イ ド 部 に 係 合 さ れ た 状 態 で 前 記 第 １ の 円 筒 体 を 所 定 方 向 に 回 転 さ
せ た 後 に 前 記 第 １ の 円 筒 体 を 前 記 所 定 方 向 と は 逆 向 き に 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 第 １ 及 び
第 ２ の ユ ニ ッ ト の 間 隔 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 相 互 に 可 動 連 結 さ れ た ２ つ の ユ ニ ッ ト の 間 隔 を 調 節 す る こ と が で き る ユ ニ ッ
ト 間 隔 調 節 機 構 及 び こ れ を 用 い た 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 ２ つ の ユ ニ ッ ト か ら 構 成 さ れ 、 そ れ ぞ れ の ユ ニ ッ ト が 互 い に 可 動 し 得 る 構 造
物 に お い て 、 一 の ユ ニ ッ ト （ 本 体 部 ） に 対 し て 他 の ユ ニ ッ ト が 上 下 可 動 す る 機 構 は 、 前 記
一 の ユ ニ ッ ト の 内 部 に 設 け ら れ た ラ ッ ク 及 び ピ ニ オ ン や バ ネ 等 の 弾 性 体 が 、 前 記 一 の ユ ニ
ッ ト に 収 納 さ れ て 摺 動 可 能 と さ れ た 前 記 他 の ユ ニ ッ ト の 下 面 に 付 勢 す る 構 造 が 用 い ら れ て
い た 。 特 に 、 前 記 本 体 部 に 対 し て 相 当 の 重 量 を も つ 他 の ユ ニ ッ ト が 上 下 可 動 す る 構 造 物 に
お い て は 、 前 記 他 の ユ ニ ッ ト を 強 固 な バ ネ や ガ ス ス プ リ ン グ 等 に よ っ て 支 え る 機 構 が 提 案
さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － ２ ５ ３ ２ ２ ３ 号 公 報 （ 段 落 〔 ０ ０ ０ ９ 〕 － 〔 ０ ０ １ ８ 〕 、 第 ２
図 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 技 術 に お い て は 、 前 記 他 の ユ ニ ッ ト と し て の 操 作 パ
ネ ル 及 び モ ニ タ を 支 持 し 、 か つ 上 下 可 動 さ せ る た め に 、 強 固 な バ ネ や ガ ス ス プ リ ン グ を 前
記 一 の ユ ニ ッ ト と し て の 本 体 部 に 設 け て い る の で 、 製 造 過 程 に お け る 作 業 の 複 雑 化 に よ る
歩 留 ま り 低 下 及 び 部 品 点 数 の 多 さ に よ る コ ス ト 高 を 招 い て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 高 さ 寸 法 を 変 え る 際 に は 、 前 記 他 の ユ ニ ッ ト と し て の 操 作 パ ネ ル 及 び モ ニ タ を 支
持 す る 機 構 と し て 強 固 な バ ネ や ガ ス ス プ リ ン グ を 用 い て い る た め 、 前 記 他 の ユ ニ ッ ト と し
て の 操 作 パ ネ ル 及 び モ ニ タ の 高 さ が 変 化 す る 毎 に そ の 下 面 に 付 勢 す る 力 は 弾 性 力 の 変 化 に
よ っ て 均 一 で は な く 、 製 造 工 程 上 の 複 雑 化 も 余 儀 な く さ れ る の で 、 簡 単 な 構 造 で 、 高 さ 寸
法 の 微 調 整 を 簡 単 に 行 う こ と が で き る 高 さ 調 節 機 構 に つ い て 改 善 の 余 地 が あ っ た 。 特 に 、
当 該 高 さ 調 節 機 構 を 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 超 音 波 診 断 装 置 に 採 用 し た 場 合 に お い て
は 、 患 者 の ベ ッ ド や 椅 子 の 高 さ 寸 法 、 病 棟 へ の 移 動 使 用 等 、 様 々 な 検 査 環 境 に 対 応 で き る
よ う に 、 操 作 パ ネ ル 及 び モ ニ タ の 高 さ 寸 法 を 調 節 で き る 高 さ 調 節 機 構 を 備 え た 超 音 波 診 断
装 置 が 求 め ら れ る だ け で な く 、 当 該 超 音 波 診 断 装 置 を 予 め セ ッ テ ィ ン グ す る サ ー ビ ス 担 当
者 に 限 ら れ る こ と な く 超 音 波 診 断 装 置 を 使 用 す る 使 用 者 （ 検 者 ） の 様 々 な 体 格 に 対 し て も
操 作 パ ネ ル 及 び モ ニ タ の 高 さ 寸 法 を 簡 単 に 調 節 で き る 高 さ 調 節 機 構 が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 本 発 明 は 、 以 上 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 は 、 ２ つ の ユ ニ ッ ト
の 間 隔 を 調 節 す る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 に お い て 、 使 用 者 が 所 定 の 間 隔 に 簡 単 に 調 節 す る
こ と が で き 、 簡 単 な 構 造 で 部 品 点 数 が 少 な く 、 コ ス ト を 削 減 し た ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 及
び こ れ を 用 い た 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 は 、 少 な
く と も 外 周 の 一 部 が 円 弧 状 を な し 、 第 １ の ユ ニ ッ ト が 接 続 さ れ た 、 第 １ の 物 体 と 、 こ の 第
１ の 物 体 に 外 挿 又 は 内 挿 さ れ る 、 第 ２ の ユ ニ ッ ト が 接 続 さ れ た 第 ２ の 物 体 と 、 前 記 第 １ の
物 体 の 円 弧 状 に 係 る 部 分 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ の 物 体 の 前 記 外 挿 又 は 内 挿 方 向 に 対 し て 所
定 の 傾 斜 を 持 つ 傾 斜 ガ イ ド 部 と 、 こ の 傾 斜 ガ イ ド 部 に 係 合 し 、 前 記 第 １ の 物 体 の 前 記 外 挿
又 は 内 挿 方 向 の 回 動 移 動 の 基 点 と な る 少 な く と も １ つ の 支 持 部 材 と 、 こ の 支 持 部 材 を 前 記
第 ２ の 物 体 に 取 り 付 け る た め の 少 な く と も １ つ の 取 り 付 け 孔 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 ８ 記 載 の 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 は 、 第 １
の ユ ニ ッ ト が 接 続 さ れ た 第 １ の 円 筒 体 と 、 こ の 第 １ の 円 筒 体 に 外 挿 又 は 内 挿 さ れ る 、 第 ２
の ユ ニ ッ ト が 接 続 さ れ た 第 ２ の 円 筒 体 と 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ の 円 筒
体 の 中 心 軸 に 対 し て 所 定 の 傾 斜 を 持 つ 傾 斜 ガ イ ド 部 と 、 こ の 傾 斜 ガ イ ド 部 に 係 合 し 、 前 記
第 １ の 円 筒 体 の 中 心 軸 方 向 の 回 動 移 動 の 基 点 と な る 複 数 の 支 持 部 材 と 、 こ の 支 持 部 材 を 前
記 第 ２ の 円 筒 体 に 取 り 付 け る た め の 複 数 の 取 り 付 け 孔 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 ９ 記 載 の 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 は 、 第 １
の ユ ニ ッ ト が 接 続 さ れ た 第 １ の 円 筒 体 と 、 こ の 第 １ の 円 筒 体 に 外 挿 又 は 内 挿 さ れ る 、 第 ２
の ユ ニ ッ ト が 接 続 さ れ た 第 ２ の 円 筒 体 と 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ の 円 筒
体 の 中 心 軸 に 対 し て 所 定 の 傾 斜 を 持 つ 傾 斜 ガ イ ド 部 と 、 こ の 傾 斜 ガ イ ド 部 に 係 合 し 、 前 記
第 １ の 円 筒 体 の 中 心 軸 方 向 の 回 動 移 動 の 基 点 と な る 第 １ 及 び 第 ２ の 支 持 部 材 と 、 前 記 第 ２
の 円 筒 体 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 支 持 部 材 を 取 り 付 け る た め の 第 １ 及 び 第 ２ の 取
り 付 け 孔 と を 備 え 、 前 記 第 １ の 支 持 部 材 が 前 記 第 １ の 取 り 付 け 孔 に 取 り 付 け ら れ た 状 態 で
前 記 第 １ の 支 持 部 材 を 基 点 と し て 前 記 第 １ の 円 筒 体 を 回 転 さ せ た 後 に 前 記 第 ２ の 支 持 部 材
を 前 記 第 １ の 円 筒 体 の 新 た な 回 動 移 動 の 基 点 と な る よ う 前 記 第 ２ の 取 り 付 け 孔 に 挿 入 し 前
記 第 ２ の 支 持 部 材 を 基 点 と し て 前 記 第 １ の 円 筒 体 を 回 転 さ せ る こ と に よ り 前 記 第 １ 及 び 第
２ の ユ ニ ッ ト の 間 隔 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ ５ 記 載 の 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 は 、 第
１ の ユ ニ ッ ト が 接 続 さ れ た 第 １ の 円 筒 体 と 、 こ の 第 １ の 円 筒 体 に 外 挿 又 は 内 挿 さ れ る 、 第
２ の ユ ニ ッ ト が 接 続 さ れ た 第 ２ の 円 筒 体 と 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ の 円
筒 体 の 中 心 軸 に 平 行 な 方 向 に 始 点 及 び 終 点 が 設 け ら れ た 略 く の 字 型 の 溝 を な す ガ イ ド 部 と
、 こ の ガ イ ド 部 に 係 合 し 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 の 中 心 軸 方 向 の 回 動 移 動 の 基 点 と な る 支 持 部
材 と 、 前 記 第 ２ の 円 筒 体 に 設 け ら れ 、 前 記 支 持 部 材 が 取 り 付 け ら れ る 取 り 付 け 孔 と を 備 え
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ ７ 記 載 の 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 第 １ の ユ
ニ ッ ト と 、 第 ２ の ユ ニ ッ ト と 、 前 記 第 １ の ユ ニ ッ ト に 接 続 さ れ た 第 １ の 円 筒 体 と 、 前 記 第
２ の ユ ニ ッ ト に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 に 外 挿 又 は 内 挿 さ れ る 第 ２ の 円 筒 体 と を 備 え
た 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 に は 、 こ の 第 １ の 円 筒 体 の 中 心 軸 に 対 し て
所 定 の 傾 斜 を 持 つ 傾 斜 ガ イ ド 部 が 設 け ら れ 、 前 記 第 ２ の 円 筒 体 に は 、 前 記 傾 斜 ガ イ ド 部 に
係 合 し 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 の 中 心 軸 方 向 の 回 動 移 動 の 基 点 と な る 複 数 の 支 持 部 材 と 、 こ の
支 持 部 材 を 前 記 第 ２ の 円 筒 体 に 取 り 付 け る た め の 複 数 の 取 り 付 け 孔 と が 設 け ら れ る こ と を
特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ ８ 記 載 の 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 第 １ の ユ
ニ ッ ト と 、 第 ２ の ユ ニ ッ ト と 、 前 記 第 １ の ユ ニ ッ ト に 接 続 さ れ た 第 １ の 円 筒 体 と 、 前 記 第
２ の ユ ニ ッ ト に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 に 外 挿 又 は 内 挿 さ れ る 第 ２ の 円 筒 体 と を 備 え
た 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 に は 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 の 中 心 軸 に 対 し て
所 定 の 傾 斜 を 持 つ 傾 斜 ガ イ ド 部 が 設 け ら れ 、 前 記 第 ２ の 円 筒 体 に は 、 前 記 傾 斜 ガ イ ド 部 に
係 合 し 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 の 中 心 軸 方 向 の 回 動 移 動 の 基 点 と な る 第 １ 及 び 第 ２ の 支 持 部 材
と 、 こ の 第 １ 及 び 第 ２ の 支 持 部 材 を 取 り 付 け る た め の 第 １ 及 び 第 ２ の 取 り 付 け 孔 と が 設 け
ら れ 、 前 記 第 １ の 支 持 部 材 が 前 記 第 １ の 取 り 付 け 孔 に 取 り 付 け ら れ た 状 態 で 前 記 第 １ の 支
持 部 材 を 基 点 と し て 前 記 第 １ の 円 筒 体 を 回 転 さ せ た 後 に 前 記 第 ２ の 支 持 部 材 を 前 記 第 １ の
円 筒 体 の 新 た な 回 動 移 動 の 基 点 と な る よ う 前 記 第 ２ の 取 り 付 け 孔 に 挿 入 し 前 記 第 ２ の 支 持
部 材 を 基 点 と し て 前 記 第 １ の 円 筒 体 を 回 転 さ せ る こ と に よ り 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の ユ ニ ッ ト
の 間 隔 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 ２ ４ 記 載 の 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 第 １ の ユ
ニ ッ ト と 、 第 ２ の ユ ニ ッ ト と 、 前 記 第 １ の ユ ニ ッ ト に 接 続 さ れ た 第 １ の 円 筒 体 と 、 前 記 第
２ の ユ ニ ッ ト に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 に 外 挿 又 は 内 挿 さ れ る 第 ２ の 円 筒 体 と を 備 え
た 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 に は 、 こ の 第 １ の 円 筒 体 の 中 心 軸 に 平 行 な
方 向 に 始 点 及 び 終 点 が 設 け ら れ た 略 く の 字 型 の 溝 を な す ガ イ ド 部 が 設 け ら れ 、 前 記 第 ２ の
円 筒 体 に は 、 前 記 ガ イ ド 部 に 係 合 し 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 の 中 心 軸 方 向 の 回 動 移 動 の 基 点 と
な る 支 持 部 材 と 、 こ の 支 持 部 材 が 取 り 付 け ら れ る 取 り 付 け 孔 と が 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 第 ２ の 円 筒 体 と こ の 第 ２ の 円 筒 体 に 対 し て 回 動 移 動 す る 第 １ の 円 筒 体
と に 、 そ れ ぞ れ 支 持 部 材 及 び こ の 支 持 部 材 に 係 合 す る 傾 斜 ガ イ ド 部 を 設 け た の で 、 第 ２ の
円 筒 体 に 対 し て 第 １ の 円 筒 体 を 回 動 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 第 １ の 円 筒 体 と 前 記 第 ２ の 円
筒 体 と の 相 対 的 な 位 置 、 す な わ ち 第 １ の ユ ニ ッ ト と 第 ２ の ユ ニ ッ ト と の 間 隔 を 調 節 す る こ
と が で き る 。 こ の よ う な 簡 単 な 構 造 を 採 用 す る こ と で コ ス ト 削 減 を 実 現 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ き 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
（ 第 １ の 実 施 形 態 ）
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 を 用 い た 超 音 波 診 断 装 置 の 第 １ の 実 施 形 態
の 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 を 用
い た 超 音 波 診 断 装 置 は 、 第 １ の ユ ニ ッ ト １ と 第 ２ の ユ ニ ッ ト ２ と が 連 結 さ れ て な る も の で
あ る 。 第 １ の ユ ニ ッ ト １ は 例 え ば 、 モ ニ タ １ ２ 、 及 び 操 作 パ ネ ル １ ３ を 備 え る 。 第 ２ の ユ
ニ ッ ト ２ は 例 え ば 、 本 体 部 分 ２ ０ を 備 え る 。 本 体 部 分 ２ ０ に は 超 音 波 診 断 装 置 を 移 動 可 能
に す る キ ャ ス タ ー が 備 え ら れ て い る 。 そ し て 、 第 １ の ユ ニ ッ ト １ と 第 ２ の ユ ニ ッ ト ２ は 第
１ の 円 筒 体 １ １ 及 び 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間
隔 調 節 機 構 は 第 １ の 円 筒 体 １ １ 及 び 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ に 係 る 機 構 で あ り 、 第 １ の 円 筒 体 １
１ 及 び 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ の 間 に お け る 摺 動 及 び 回 動 動 作 に よ り 第 １ の ユ ニ ッ ト １ と 第 ２ の
ユ ニ ッ ト ２ が 互 い に 接 近 す る 方 向 又 は 離 れ る 方 向 に 動 く こ と が 可 能 と な っ て い る 。 本 実 施
形 態 に お い て は 、 第 １ の ユ ニ ッ ト １ 及 び 第 ２ の ユ ニ ッ ト ２ は 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ 及 び 第 ２
の 円 筒 体 ２ １ の 上 下 動 に 応 じ て 高 さ 調 節 が な さ れ る も の と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ は 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ り 、 図 １ に お
け る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 部 分 を 拡 大 し た も の で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 一 端 面 （ 上
端 面 ） が 第 １ の ユ ニ ッ ト １ に 設 置 さ れ た 第 １ の 円 筒 体 １ １ は 、 他 端 面 （ 下 端 面 ） が 円 筒 軸
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方 向 に 対 し て 斜 め に 形 成 さ れ た 略 面 一 の 斜 面 （ 以 下 、 傾 斜 ガ イ ド 部 と 称 す ） を な し て い る
。 こ の 傾 斜 ガ イ ド 部 は 、 第 １ の 円 筒 体 の 回 動 軸 に 対 し て 所 定 の 角 度 に 傾 斜 さ れ た 面 に よ っ
て 従 来 の 円 筒 形 状 の 下 部 が 切 断 さ れ た 形 状 と い う こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 一 方 、 一 端 面 （ 下 端 面 ） に 第 ２ の ユ ニ ッ ト ２ が 設 置 さ れ た 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ の 他 端 面 （
上 端 面 ） は 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ を 内 挿 す る 開 口 部 と な っ て い る 。 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ の 周 縁
部 に は 、 内 挿 さ れ た 第 １ の 円 筒 体 １ １ を 支 持 し 第 １ の 円 筒 体 １ １ の 回 動 の 基 点 と な る 支 持
部 材 ２ ３ を 取 り 付 け る た め の 取 り 付 け 孔 が 複 数 設 け ら れ て お り 、 本 実 施 形 態 で は 、 取 り 付
け 孔 の 一 例 と し て 、 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ の 周 面 を 貫 通 す る 貫 通 孔 ２ ２ が 支 持 部 材 ２ ３ を 嵌 挿
す る た め に 複 数 形 成 さ れ て い る も の と す る 。 尚 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 取 り 付 け 孔 は 、 少
な く と も 支 持 部 材 ２ ３ を 前 記 傾 斜 ガ イ ド 部 に 係 合 さ せ る こ と が で き る よ う に 支 持 す る こ と
が で き る 構 成 を な せ ば 、 貫 通 孔 ２ ２ の よ う に 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ を 貫 通 す る 形 態 に 限 ら れ な
い 。 ま た 、 貫 通 孔 ２ ２ は 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ が 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ の 内 側 面 に 対 し て 上 下 に
摺 動 す る 方 向 に 沿 っ て 互 い に 対 向 す る 位 置 に 複 数 設 け ら れ て い る 。 尚 、 必 要 に 応 じ て 多 様
な 高 さ 調 節 を 可 能 と す る た め に 、 予 備 の 貫 通 孔 ２ ２ を 設 け て お く よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 支 持 部 材 ２ ３ は 、 貫 通 孔 ２ ２ に 対 し て 挿 抜 す る に あ た っ て 、 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ か
ら 容 易 に 外 れ な い よ う に 係 止 さ れ る 構 造 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ の
円 筒 体 １ １ の 第 １ の ユ ニ ッ ト １ が 接 続 さ れ た 面 の 方 向 を 上 方 向 、 前 記 傾 斜 ガ イ ド 部 の 方 向
を 下 方 向 と し て 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 動 作 に つ い て 説 明
す る 。 図 ３ 乃 至 図 ７ は 、 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 動
作 を 示 す 図 で あ り 、 図 ３ （ ａ ） は 本 発 明 の ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 初 期 状 態 の 例 を 示 す 斜
視 図 、 図 ３ （ ｂ ） は 、 図 ３ （ ａ ） に お け る Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ４ （ ａ ） は 本 発
明 の ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 第 １ の 状 態 の 例 を 示 す 斜 視 図 、 図 ４ （ ｂ ） は 、 図 ４ （ ａ ） に
お け る Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ５ （ ａ ） は 本 発 明 の ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 第 ２ の
状 態 の 例 を 示 す 斜 視 図 、 図 ５ （ ｂ ） は 、 図 ５ （ ａ ） に お け る Ｃ － Ｃ 断 面 図 で あ る 。 ま た 、
図 ６ （ ａ ） は 本 発 明 の ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 第 ３ の 状 態 の 例 を 示 す 斜 視 図 、 図 ６ （ ｂ ）
は 、 図 ６ （ ａ ） に お け る Ｄ － Ｄ 断 面 図 で あ る 。 図 ７ （ ａ ） は 本 発 明 の ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機
構 の 第 ４ の 状 態 の 例 を 示 す 斜 視 図 、 図 ７ （ ｂ ） は 、 図 ７ （ ａ ） に お け る Ｅ － Ｅ 断 面 図 で あ
る 。 ま た 、 支 持 部 材 ２ ３ ａ ～ ２ ３ ｈ は 、 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ の 周 縁 部 に 形 成 さ れ た 貫 通 孔 ２
２ （ 図 ３ 乃 至 図 ７ に お い て は 図 示 省 略 ） に 嵌 挿 さ れ た 支 持 部 材 ２ ３ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ （ ａ ） 及 び 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 初 期 状 態 と し て 第 １ の 円 筒 体 １ １ の 上 端 面 と
第 ２ の 円 筒 体 ２ １ の 上 端 面 と が 略 面 一 と な っ て い る 場 合 に お い て 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ の 傾
斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ の 下 端 部 が 支 持 部 材 ２ ３ ａ に よ っ て 支 持 さ れ 、 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ の 上
端 部 が 支 持 部 材 ２ ３ ｄ に よ っ て 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 す な わ ち 、 上 下 方 向 に 隣 接 す る 貫 通 孔 ２ ２ 間 の 間 隔 は 、 こ の 初 期 状 態 の よ う に 、 第 １ の
円 筒 体 １ １ の 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ の 下 端 部 が 支 持 部 材 ２ ３ ａ に よ っ て 支 持 さ れ 、 傾 斜 ガ イ
ド 部 １ ０ ０ の 上 端 部 が 支 持 部 材 ２ ３ ｄ に よ っ て 支 持 さ れ る よ う に 第 １ の 円 筒 体 １ １ に お け
る 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ の 傾 斜 角 度 に 応 じ て 設 け ら れ る 。 な お 、 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ の 傾 斜
角 度 は こ の 角 度 が 可 変 設 定 さ れ て い る よ う な 場 合 を 除 き 一 定 と な る の で 、 上 下 方 向 に 隣 接
す る 貫 通 孔 ２ ２ 間 の 間 隔 は そ れ ぞ れ 同 じ 間 隔 に 設 定 さ れ る 。 こ こ で 、 隣 接 す る 貫 通 孔 ２ ２
間 の 間 隔 を ｄ と す る と 、 ｄ ≒ ｔ ａ ｎ θ × ２ ｒ （ ｒ ： 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ の 上 面 の 半 径 、 θ ：
傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ の 傾 斜 角 度 ） で あ ら わ さ れ る よ う に 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ が 設 け ら れ る
。 例 え ば 、 ｄ ＝ ２ ０ ｍ ｍ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ し て 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ の 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ の 上 端 部 が 貫 通 孔 （ 第 １ の 貫 通 孔 ） ２
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２ に 挿 入 さ れ た 支 持 部 材 ２ ３ ｄ に 支 持 さ れ た 状 態 で 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ を 第 １ の 円 筒 体 １
１ の 上 面 か ら 見 て 例 え ば 反 時 計 回 り に ９ ０ ° 回 転 さ せ る 。 す る と 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 第
１ の 円 筒 体 １ １ の 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ が 支 持 部 材 ２ ３ ｄ だ け で な く 、 支 持 部 材 ２ ３ ｃ に よ
っ て も 支 持 さ れ る 第 １ の 状 態 と な る 。 こ の と き 、 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ の 上 端 面 か ら 突 出 し た
第 １ の 円 筒 体 １ １ の 高 さ 方 向 の 寸 法 は ｄ ／ ２ と な る 。 ま た 、 第 １ の ユ ニ ッ ト １ は 初 期 状 態
に 対 し て ９ ０ 度 回 転 し た 方 向 を 向 く こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ の 円 筒 体 １ １ の 上 端 面 に 設 け ら れ た 第 １ の ユ ニ ッ ト １ が 第 １ の 円 筒 体 １ １ と は 独 立
し て 第 １ の 円 筒 体 １ １ の 円 筒 軸 方 向 に 垂 直 な 面 に て 回 転 （ 回 動 ） 可 能 に 構 成 さ れ て い る 場
合 は 、 第 １ の ユ ニ ッ ト １ を 時 計 回 り に ９ ０ ° 回 転 さ せ る こ と で 第 １ の ユ ニ ッ ト １ を 初 期 状
態 の と き と 同 じ 向 き で 高 さ ｄ ／ ２ だ け 上 昇 し た 位 置 に て 使 用 す る こ と が で き る よ う に な る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ の 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ が 支 持 部 材 ２ ３ ｄ 及 び 支 持 部 材 ２ ３ ｃ
に 支 持 さ れ た 状 態 で 、 初 期 状 態 か ら 第 １ の 状 態 へ 第 １ の 円 筒 体 １ １ を 回 転 さ せ た 方 向 と 同
じ 方 向 に 第 １ の 円 筒 体 １ １ を 更 に ９ ０ ° 回 転 さ せ る 。 す る と 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 １ の
円 筒 体 １ １ の 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ の 下 端 部 が 支 持 部 材 ２ ３ ｄ に よ っ て 支 持 さ れ る 第 ２ の 状
態 に な る 。 こ の と き 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ の 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ の 上 端 部 は 、 貫 通 孔 （ 第 ２
の 貫 通 孔 ） ２ ２ に 挿 入 さ れ た 支 持 部 材 ２ ３ ｅ に よ っ て 支 持 可 能 と な る の で 、 支 持 部 材 ２ ３
ｅ を 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ 内 に 突 出 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 の 動 作 に よ っ て 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ を 初 期 状 態 か ら １ ８ ０ ° 回 転 さ せ た 結 果 、 第 ２
の 円 筒 体 ２ １ の 上 端 面 か ら 突 出 し た 第 １ の 円 筒 体 １ １ の 高 さ 方 向 の 寸 法 は ｄ と な る 。 ま た
、 第 １ の 状 態 で 第 １ の ユ ニ ッ ト を 回 転 さ せ て い な い 場 合 は 、 第 １ の ユ ニ ッ ト １ は 初 期 状 態
に 対 し て １ ８ ０ 度 回 転 し た 方 向 を 向 く こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 １ の 円 筒 体 １ １ の 上 端 面 に 設 け ら れ た 第 １ の ユ ニ ッ ト １ が 第 １ の 円 筒 体 １ １ と は 独 立
し て 第 １ の 円 筒 体 １ １ の 円 筒 軸 方 向 に 垂 直 な 面 に て 回 転 （ 回 動 ） 可 能 に 構 成 さ れ て い る 場
合 は 、 第 １ の ユ ニ ッ ト １ を 時 計 回 り に ９ ０ ° （ 第 １ の 状 態 で 第 １ の ユ ニ ッ ト を 回 転 さ せ て
い な い 場 合 は １ ８ ０ ° ） 回 転 さ せ る こ と で 第 １ の ユ ニ ッ ト １ を 初 期 状 態 の と き と 同 じ 向 き
で 高 さ ｄ だ け 上 昇 し た 位 置 に て 使 用 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ の 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ の 上 端 部 が 、 支 持 部 材 ２ ３ ｅ に 支 持 さ れ
た 状 態 で 、 初 期 状 態 か ら 第 １ の 状 態 へ 第 １ の 円 筒 体 １ １ を 回 転 さ せ た 方 向 と 反 対 の 方 向 （
す な わ ち 、 こ こ で は 時 計 回 り ） に 第 １ の 円 筒 体 １ １ を ９ ０ ° 回 転 さ せ る 。 す る と 、 図 ６ に
示 す よ う に 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ の 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ が 支 持 部 材 ２ ３ ｅ だ け で な く 、 支 持
部 材 ２ ３ ｆ に よ っ て も 支 持 さ れ る 第 ３ の 状 態 と な る 。 こ の と き 、 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ の 上 端
面 か ら 突 出 し た 第 １ の 円 筒 体 １ １ の 高 さ 方 向 の 寸 法 は ３ ｄ ／ ２ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 １ の 円 筒 体 １ １ の 上 端 面 に 設 け ら れ た 第 １ の ユ ニ ッ ト １ が 第 １ の 円 筒 体 １ １ と は 独 立
し て 第 １ の 円 筒 体 １ １ の 円 筒 軸 方 向 に 垂 直 な 面 に て 回 転 （ 回 動 ） 可 能 に 構 成 さ れ て い る 場
合 は 、 第 １ の ユ ニ ッ ト １ を 所 定 方 向 に 回 転 さ せ る こ と で 第 １ の ユ ニ ッ ト １ を 初 期 状 態 の と
き と 同 じ 向 き で 高 さ ３ ｄ ／ ２ だ け 上 昇 し た 位 置 に て 使 用 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 １ の 円 筒 体 １ １ の 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ が 支 持 部 材 ２ ３ ｅ 及 び 支 持 部 材 ２ ３ ｆ に 支 持 さ
れ た 状 態 で 、 初 期 状 態 か ら 第 １ の 状 態 へ 第 １ の 円 筒 体 １ １ を 回 転 さ せ た 方 向 と 反 対 の 方 向
に 第 １ の 円 筒 体 １ １ を 更 に ９ ０ ° 回 転 さ せ る 。 す る と 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 第 １ の 円 筒 体
１ １ の 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ の 下 端 部 が 支 持 部 材 ２ ３ ｅ に よ っ て 支 持 さ れ る 第 ４ の 状 態 に な
る 。 こ の と き 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ の 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ の 上 端 部 は 、 支 持 部 材 ２ ３ ｈ に よ
っ て 支 持 可 能 と な っ て い る の で 、 支 持 部 材 ２ ３ ｈ を 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ 内 に 突 出 さ せ る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 上 の 動 作 に よ っ て 、 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ の 上 端 面 か ら 突 出 し た 第 １ の 円 筒 体 １ １ の 高 さ
方 向 の 寸 法 は ２ ｄ と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 場 合 、 上 記 の よ う な 第 １ の ユ ニ ッ ト １ の 第 １ の 円 筒 体 １ １ と は 独 立 し た 回 転 に よ る
位 置 合 せ を 行 わ な い 場 合 で あ っ て も 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ を 初 期 状 態 か ら 反 時 計 回 り に １ ８
０ ° 回 転 さ せ 時 計 回 り に １ ８ ０ ° 回 転 さ せ た 結 果 、 第 １ の ユ ニ ッ ト １ が 初 期 状 態 と 同 じ 向
き を 向 い て い る の で 、 高 さ ２ ｄ だ け 上 昇 し た 位 置 に て 第 １ の ユ ニ ッ ト １ を 使 用 す る こ と が
で き る よ う に な る 。 尚 、 第 １ 乃 至 第 ３ の い ず れ か の 段 階 で 第 １ の ユ ニ ッ ト １ の 向 き を 調 整
し て い る 場 合 で も 同 様 の 調 整 に よ り 第 １ の ユ ニ ッ ト １ を 初 期 状 態 の と き と 同 じ 向 き で 高 さ
２ ｄ だ け 上 昇 し た 位 置 に て 使 用 す る こ と が で き る よ う に な る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う に 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ の 一 部 に 設 け ら れ た 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ に 所 定 の 支 持 部
材 ２ ３ を 係 合 さ せ て 第 １ の 円 筒 体 １ １ を 回 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 高 さ 調 節 の た め の 動 作
を 小 さ く し て 作 業 者 の 労 力 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 簡 単 な 構 造 で コ ス ト を 削 減 し
、 前 記 ユ ニ ッ ト を 支 持 す る た め の 付 勢 力 が ば ら つ か な い ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 を 提 供 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 し た よ う に 、 第 １ の ユ ニ ッ ト １ が 第 １ の 円 筒 体 １ １ と は 独 立 に 回 転 可 能 で あ れ ば よ
い が 、 独 立 回 転 が で き な い 場 合 は 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ （ 第 １ の ユ ニ ッ ト １ ） を 回 動 さ せ る
に あ た っ て は 、 第 １ の ユ ニ ッ ト １ の 高 さ を 変 化 さ せ る 前 後 で 、 モ ニ タ １ ２ な ど を 備 え た 第
１ の ユ ニ ッ ト １ の 向 き が 回 動 さ せ る 前 よ り 変 化 す る と 適 正 な 作 業 に 支 障 を 来 た す の で 、 総
回 動 角 度 が ３ ６ ０ ° 又 は 相 殺 さ れ て ０ ° と な る よ う に 回 動 さ せ る こ と が 望 ま し い 。 特 に 、
前 述 の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ の 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ の 上 端 部 及 び 下 端 部 を 支 持
部 材 ２ ３ が 支 持 す る よ う に 貫 通 孔 ２ ２ が 形 成 さ れ た 列 を 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ の 上 面 か ら 見 て
対 向 さ せ て 配 設 し た が 、 第 １ の ユ ニ ッ ト １ の 高 さ 調 節 に 微 調 整 を 要 す る 場 合 は 、 例 え ば 、
第 １ の 円 筒 体 １ １ の 上 面 か ら 見 て ４ ５ ° お き に 貫 通 孔 ２ ２ を 配 設 し て も よ い 。 す な わ ち 、
第 １ の 円 筒 体 １ １ （ 第 １ の ユ ニ ッ ト １ ） の 総 回 動 角 度 が ０ ° と な る よ う に （ 例 え ば 、 初 期
状 態 → 反 時 計 回 り に ４ ５ ° 回 動 → 時 計 回 り に ４ ５ ° 回 動 → 初 期 状 態 と 同 じ 向 き （ 総 回 動 角
度 が ０ ° ） と な る よ う に ） 貫 通 孔 ２ ２ が 配 設 さ れ る こ と に な る の で 、 第 １ の ユ ニ ッ ト １ の
向 き を 初 期 状 態 と 同 じ 向 き に す る 一 方 で 、 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ の 上 端 面 か ら 突 出 す る 第 １ の
円 筒 体 １ １ の 高 さ 寸 法 は 少 な く な る の で 微 調 整 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 前 述 の 実 施 形 態 に お い て 、 初 期 状 態 か ら 第 １ の 状 態 に 回 転 動 作 さ せ た 際 、 第 １ の
円 筒 体 は 、 支 持 部 材 ２ ３ ｄ だ け で は な く 、 支 持 部 材 ２ ３ ｃ に よ っ て も 支 持 さ れ て い る の で
、 こ の 時 点 で 初 期 状 態 か ら 第 １ の 状 態 に 回 転 動 作 さ せ た 方 向 と 反 対 の 方 向 に 回 転 動 作 さ せ
る こ と に よ っ て 総 回 動 角 度 を ０ ° と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 上 の よ う に す る こ と で 、 回 動 動 作 を 小 さ く し て 、 作 業 者 の 労 力 を さ ら に 軽 減 す る こ と
が で き る 。 ま た 、 こ れ は 、 第 ３ の 状 態 に お い て も 同 様 に 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ こ で 、 前 記 総 回 動 角 度 と は 、 一 の 回 動 方 向 （ 例 え ば 時 計 回 り ） を 「 ＋ 」 、 他 の 回 動 方
向 （ 例 え ば 反 時 計 回 り ） を 「 － 」 と し た 場 合 の 総 回 動 角 度 で あ り 、 例 え ば 、 第 １ の 円 筒 体
１ １ を 時 計 回 り に １ ８ ０ 度 回 転 さ せ （ ＋ １ ８ ０ ° ） 、 次 に 第 １ の 円 筒 体 １ １ を 反 時 計 回 り
に １ ８ ０ 度 回 転 さ せ （ － １ ８ ０ ° ） た 場 合 に は １ ８ ０ ° － １ ８ ０ ° ＝ ０ ° と 定 義 づ け る も
の で あ る 。 従 っ て 、 総 回 動 角 度 が ０ ° と は 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ （ 第 １ の ユ ニ ッ ト １ ） を 回
動 さ せ る 前 と 回 動 さ せ た 後 と で 第 １ の ユ ニ ッ ト １ の 向 き が 同 じ で あ る こ と を 意 味 し て い る
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ に 対 す る 第 １ の 円 筒 体 １ １ の 高 さ 寸 法 を 調 節 す る 際 に 、 第 １ の
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円 筒 体 １ １ の 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ に 係 合 し て 支 持 す べ き 支 持 部 材 ２ ３ が 不 用 意 に 外 れ る こ
と に よ っ て 第 １ の 円 筒 体 １ １ が 落 下 す る こ と を 防 ぐ 安 全 対 策 と し て 、 回 動 し 摺 動 す る 第 １
の 円 筒 体 １ １ の 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ の 係 合 に 関 与 す る 予 定 の 支 持 部 材 ２ ３ は 第 ２ の 円 筒 体
２ １ 内 部 に 突 出 し な い 状 態 に し て お き 、 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ の 係 合 に 関 与 し 終 わ っ た 支 持
部 材 ２ ３ は 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ 内 部 に 突 出 さ せ て お く よ う に し て も よ い 。 例 え ば 、 第 ２ の 円
筒 体 ２ １ の 肉 厚 を 所 定 以 上 確 保 し 、 支 持 部 材 ２ ３ が 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ に 対 し て 係 合 す る
よ う 支 持 部 材 ２ ３ に 付 勢 す る 弾 性 体 （ 図 示 せ ず ） を 内 蔵 す る な ど の 構 成 を 採 用 す る こ と に
よ り 実 施 可 能 と な る 。 こ の よ う な 構 成 を 採 用 す る こ と に よ っ て 、 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ の 係
合 に 関 与 す る 予 定 の 支 持 部 材 ２ ３ は 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ の 内 壁 面 か ら に 突 出 し な い 状 態 に し
、 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ の 係 合 に 関 与 し 終 わ っ た 支 持 部 材 ２ ３ は 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ の 内 壁 面
か ら 突 出 す る よ う に さ せ る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 第 １ の ユ ニ ッ ト １ を 下 方 へ 摺 動 す る
際 は 、 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ の 上 端 部 を 支 持 す る 支 持 部 材 ２ ３ を 使 用 者 が 第 ２ の ユ ニ ッ ト ２
に 対 し て 外 向 き に 引 き 出 す 。 こ れ に よ り 、 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ の 下 端 部 を 支 持 す る 支 持 部
材 ２ ３ に 支 持 さ れ た 状 態 で 第 １ の 円 筒 体 １ １ は 回 動 し 、 ユ ニ ッ ト １ を 下 方 へ 摺 動 さ せ る こ
と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 図 ３ に 示 す 位 置 に お け る 第 １ の 円 筒 体 １ １ の 状 態 を 初 期 状 態 と し た が 、 図 ４ 乃 至
図 ７ に 示 す 各 位 置 に お け る 状 態 を 初 期 状 態 、 す な わ ち 、 基 本 位 置 と し て 、 上 方 或 い は 下 方
へ の 摺 動 が 行 わ れ る よ う に し て も よ い 。 さ ら に は 、 図 ３ に 示 す 支 持 部 材 ２ ３ ａ と 支 持 部 材
２ ３ ｄ に よ り 支 持 さ れ た 状 態 に お け る 第 １ の ユ ニ ッ ト １ の 向 き と 同 じ 方 向 を 向 い た 第 １ の
ユ ニ ッ ト １ を 有 す る 状 態 で 、 支 持 部 材 ２ ３ ｃ 及 び 支 持 部 材 ２ ３ ｆ に よ り 支 持 さ れ る 状 態 を
初 期 状 態 （ 基 本 位 置 ） と す る よ う に し て も よ い 。 同 様 に 、 支 持 部 材 ２ ３ ｂ と 支 持 部 材 ２ ３
ｃ 、 支 持 部 材 ２ ３ ｄ と 支 持 部 材 ２ ３ ｅ 、 支 持 部 材 ２ ３ ｆ と 支 持 部 材 ２ ３ ｇ 、 の い ず れ に よ
り 支 持 さ れ る 状 態 を 初 期 状 態 （ 基 本 位 置 ） と す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 に 、 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 第 １ の 実 施 形 態 の 変 形 例 に つ い て 図 ８ を 参
照 し て 以 下 に 説 明 す る 。 尚 、 以 下 の 変 形 例 の 説 明 に お い て 前 述 の 実 施 形 態 と 同 様 の 構 造 及
び 動 作 に つ い て は 説 明 を 省 略 し 、 異 な る 点 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ８ は 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 第 １ の 円 筒 体 １ １
の 構 造 の 変 形 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ８ に 示 す よ う に 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ の 傾 斜 ガ イ ド
部 １ ０ ０ と し て の 下 面 に は 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ を 回 動 さ せ た と き に 正 確 な 回 動 角 度 で 前 記
下 面 に 支 持 部 材 ２ ３ が 係 合 す る よ う に 、 係 止 部 １ ０ ２ が 形 成 さ れ る よ う に し て も よ い 。 こ
の 係 止 部 １ ０ ２ は 下 面 に お け る 一 定 間 隔 毎 （ 一 定 角 度 毎 ） に そ の 周 縁 部 に 設 け る よ う に し
て も よ い し 、 任 意 の 間 隔 （ 任 意 の 角 度 間 隔 ） に て 設 け る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の よ う に 、 係 止 部 １ ０ ２ が 形 成 さ れ る こ と に よ っ て 、 斜 面 に 形 成 さ れ た 傾 斜 ガ イ ド 部
１ ０ ０ と し て の 下 面 を 確 実 に 支 持 部 材 ２ ３ に 係 合 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 使 用 者 に あ
っ て は 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ を 回 動 さ せ る と き に 係 止 部 １ ０ ２ に 支 持 部 材 ２ ３ が 係 合 し た と
き に 感 じ る 感 覚 （ 振 動 な ど ） に よ っ て 係 止 部 １ ０ ２ と 支 持 部 材 ２ ３ の 係 合 を 認 識 で き 、 回
動 角 度 を 正 確 に 把 握 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ を 用 い る 場 合 は 第 １ の ユ ニ ッ ト １ と 第 ２ の ユ ニ ッ ト ２ の 間 を 電
気 的 に 接 続 す る 配 線 ケ ー ブ ル 等 を 第 １ の 円 筒 体 の 間 を 通 す こ と で 第 １ の ユ ニ ッ ト １ と 第 ２
の ユ ニ ッ ト ２ の 間 の 電 気 的 接 続 が 可 能 で あ る が 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ の 代 わ り に 円 柱 体 を 用
い る よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 、 第 １ の ユ ニ ッ ト １ と 第 ２ の ユ ニ ッ ト ２ の 間 を 電 気 的 に
接 続 す る 配 線 ケ ー ブ ル 等 は 円 柱 体 の 外 側 に 設 け て 第 １ の ユ ニ ッ ト １ と 第 ２ の ユ ニ ッ ト ２ の
間 の 電 気 的 接 続 を 行 う よ う に す れ ば よ い 。 ま た 、 円 柱 体 に ケ ー ブ ル を 通 す 貫 通 路 を 設 け た
形 態 を 有 す る も の を 用 い る よ う に し て も よ い 。 さ ら に は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 傾 斜 ガ イ ド
部 １ ０ ０ と し て の 第 １ の 円 筒 体 １ １ の 下 面 を 略 面 一 の 斜 面 に す る の で は な く 、 前 記 下 面 の
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周 縁 部 ９ １ を 略 面 一 の 斜 面 と し 、 中 心 部 分 ９ ２ は 円 筒 形 状 （ 又 は 円 柱 形 状 ） で あ る 構 造 を
採 用 し て も よ い 。 円 筒 形 状 に よ る こ の よ う な 構 造 を 採 用 す る 場 合 、 例 え ば 第 １ の ユ ニ ッ ト
１ と 第 ２ の ユ ニ ッ ト ２ と を 接 続 す る 配 線 ケ ー ブ ル 等 が 第 １ の 円 筒 体 １ １ の 内 部 に 通 し て あ
る と き 、 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ に 対 し て 第 １ の 円 筒 体 １ １ を 上 昇 さ せ て も 前 記 中 心 部 ９ ２ の 円
筒 形 状 の 部 分 で 前 記 配 線 ケ ー ブ ル を 保 護 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 全 て の 貫 通 孔 ２ ２ に 対 し て 支 持 部 材 ２ ３ を 用 い る 態 様 に つ い て
説 明 し た が 、 所 望 す る 高 さ 寸 法 を 担 保 す る よ う な 傾 斜 角 度 を な す 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ が 形
成 さ れ た 第 １ の 円 筒 体 １ １ を よ り 少 数 の 支 持 部 材 ２ ３ を 用 い る こ と に よ っ て 支 持 す る よ う
に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 図 ９ の 他 に も 、 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 第
１ の 円 筒 体 の 構 造 の 更 な る 変 形 例 と し て 図 １ ０ に 示 す よ う な 構 成 を と っ て も よ い 。 す な わ
ち 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ の 下 部 周 縁 を 円 筒 軸 方 向 に 向 け て 所 定 距 離 だ け 削 り 取 っ た よ う な 形
状 で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 も 、 削 り 取 り に よ り 細 く な っ た 円 筒 体 外 周 部 ９ ４ と 第 １ の 円
筒 体 １ １ の 元 の 外 周 部 （ 周 縁 部 ） と の 差 に よ り 生 じ た 段 差 部 分 の 周 縁 部 ９ ３ が 傾 斜 ガ イ ド
部 １ ０ ０ と し て 機 能 す る こ と に な る 。 本 構 造 に お い て も 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ に 対 し て 第 １ の
円 筒 体 １ １ を 上 昇 さ せ て も 配 線 ケ ー ブ ル を 保 護 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
（ 第 ２ の 実 施 形 態 ）
　 図 １ １ は 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ に
示 す 超 音 波 診 断 装 置 に お け る 第 １ の 円 筒 体 １ １ 及 び 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ が 第 １ の 円 筒 体 １ １
０ 及 び 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ ０ に 変 わ っ て い る 点 で 第 ２ の 実 施 形 態 は 第 １ の 実 施 形 態 と 異 な る
。 以 下 、 第 １ の 実 施 形 態 と 異 な る 部 分 を 中 心 に 説 明 す る 。 図 １ １ に 示 す よ う に 、 第 １ の 円
筒 体 １ １ ０ は ２ 箇 所 の ネ ジ 受 け 部 １ １ １ 及 び ３ 箇 所 の ネ ジ 受 け 部 １ １ ２ を 有 し て い る 。 一
方 、 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ ０ は ２ 箇 所 の 第 １ の ネ ジ 部 ２ １ １ 及 び ３ 箇 所 の 第 １ の ネ ジ 部 ２ １ ３
、 並 び に ２ 箇 所 の 第 ２ の ネ ジ 部 ２ １ ２ 及 び ３ 箇 所 の 第 ２ の ネ ジ 部 ２ １ ４ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ が 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ ０ に 挿 入 さ れ た 場 合 の 初 期 状 態 （ 第 １ の 実 施 形
態 に お け る 初 期 状 態 と 同 じ 位 置 ） に お い て は 、 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ ０ の ２ 箇 所 の 第 １ の ネ ジ
部 ２ １ １ と 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ の ２ 箇 所 の ネ ジ 受 け 部 １ １ １ の 位 置 が 一 致 し て ネ ジ 留 め さ
れ る 。 ま た 、 こ の と き 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ ０ の ３ 箇 所 の 第 １ の ネ ジ 部 ２ １ ３ と 第 １ の 円 筒 体
１ １ ０ の ３ 箇 所 の ネ ジ 受 け 部 １ １ ２ の 位 置 が 一 致 し て ネ ジ 留 め さ れ る 。 こ の よ う な ネ ジ 留
め に よ り 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ と 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ ０ は 確 実 に 初 期 状 態 に お け る 位 置 で 固 定
さ れ 安 定 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ が 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ ０ に 挿 入 さ れ た 場 合 の 高 位 置 状 態 （ 第 １
の 実 施 形 態 に お け る 第 ４ の 状 態 と 同 じ 位 置 ） に お い て は 、 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ ０ の ２ 箇 所 の
第 ２ の ネ ジ 部 ２ １ ２ と 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ の ２ 箇 所 の ネ ジ 受 け 部 １ １ １ の 位 置 が 一 致 し て
ネ ジ 留 め さ れ る 。 ま た 、 こ の と き 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ ０ の ３ 箇 所 の 第 ２ の ネ ジ 部 ２ １ ４ と 第
１ の 円 筒 体 １ １ ０ の ３ 箇 所 の ネ ジ 受 け 部 １ １ ２ の 位 置 が 一 致 し て ネ ジ 留 め さ れ る 。 こ の よ
う な ネ ジ 留 め に よ り 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ が 高 位 置 状 態 に あ る 場 合 も 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ と
第 ２ の 円 筒 体 ２ １ ０ は 確 実 に 固 定 さ れ 安 定 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 尚 、 一 例 と し て 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て 貫 通 孔 は 第 １ の 貫 通 孔 ２ ２ ａ 乃 至 第 ３ の 貫 通 孔
２ ２ ｃ の ３ 箇 所 の み 設 け ら れ 、 支 持 部 材 と し て は 挿 抜 可 能 支 持 部 材 ２ ３ ｊ 及 び 第 ２ の 貫 通
孔 ２ ２ ｂ に 固 定 さ れ た 固 定 支 持 部 材 ２ ３ ｋ の ２ つ の み 設 け ら れ て い る 点 で も 第 ２ の 実 施 形
態 は 第 １ の 実 施 形 態 と 異 な る 。 以 下 、 図 １ ２ 乃 至 図 １ ４ を 用 い て 、 第 １ 乃 至 第 ３ の 貫 通 孔
２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ 、 挿 抜 可 能 支 持 部 材 ２ ３ ｊ 、 及 び 固 定 支 持 部 材 ２ ３ ｋ の 詳 細 説 明
と 共 に 、 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 動 作 に つ い て 説 明
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す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 １ ２ 乃 至 図 １ ４ は 、 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 動
作 を 示 す 図 で あ り 、 図 １ ２ は 本 発 明 の ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 初 期 状 態 の 例 を 示 す 斜 視 図
で あ る 。 ま た 、 図 １ ３ は 本 発 明 の ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 中 間 状 態 の 例 を 示 す 斜 視 図 で あ
る 。 さ ら に 、 図 １ ４ は 本 発 明 の ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 高 位 置 状 態 の 例 を 示 す 斜 視 図 で あ
る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ の 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ の 下 端 部 が 第 １ の 貫 通
孔 ２ ２ ａ に 挿 入 さ れ た 挿 抜 可 能 支 持 部 材 ２ ３ ｊ に よ っ て 支 持 さ れ 、 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ の
上 端 部 が 第 ２ の 貫 通 孔 ２ ２ ｂ に 固 定 さ れ た 固 定 支 持 部 材 ２ ３ ｋ に よ っ て 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 図 示 は し て い な い が 、 図 １ １ に 示 し た よ う に 、 図 １ ２ に 示 す 初 期 状 態 に お い て は
、 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ ０ の ２ 箇 所 の 第 １ の ネ ジ 部 ２ １ １ と 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ の ２ 箇 所 の ネ
ジ 受 け 部 １ １ １ と の 間 で ネ ジ 留 め さ れ る 。 さ ら に 、 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ ０ の ３ 箇 所 の 第 １ の
ネ ジ 部 ２ １ ３ と 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ の ３ 箇 所 の ネ ジ 受 け 部 １ １ ２ の 位 置 が 一 致 し て ネ ジ 留
め さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の 状 態 か ら 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ の 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ の 上 端 部 が 固 定 支 持 部 材 ２ ３
ｋ に 支 持 さ れ た 状 態 で 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ を 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ の 上 面 か ら 見 て 例 え ば
反 時 計 回 り に １ ８ ０ ° 回 転 さ せ る 。 す る と 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ の
上 端 部 が 第 ３ の 貫 通 孔 ２ ２ ｃ の 位 置 ま で 上 昇 す る 。 従 っ て 、 こ こ で 第 １ の 貫 通 孔 ２ ２ ａ に
挿 入 さ れ て い た 挿 抜 可 能 支 持 部 材 ２ ３ ｊ を 第 １ の 貫 通 孔 ２ ２ ａ か ら 抜 い て 第 ３ の 貫 通 孔 ２
２ ｃ に 挿 入 す る 。 こ れ に よ り 、 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ が 固 定 支 持 部 材 ２ ３ ｋ だ け で な く 、 挿
抜 可 能 支 持 部 材 ２ ３ ｊ に よ っ て も 支 持 さ れ る 中 間 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 さ ら に 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ の 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ が 固 定 支 持 部 材 ２ ３ ｋ 及 び 挿 抜 可 能
支 持 部 材 ２ ３ ｊ に 支 持 さ れ た 状 態 で 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ を 更 に １ ８ ０ ° 回 転 さ せ る 。 す
る と 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ の 上 端 部 が 前 述 の 第 １ の 実 施 形 態 に お い
て 説 明 し た 支 持 部 材 ２ ３ ｈ （ 例 え ば 、 図 ７ 参 照 ） の 位 置 ま で 上 昇 す る 。 こ の よ う な 第 １ の
円 筒 体 １ １ ０ の 高 位 置 状 態 に お い て 、 本 実 施 形 態 で は 支 持 部 材 ２ ３ ｈ に 相 当 す る 支 持 部 材
は 設 け ら れ て い な い が 、 図 １ １ に 示 し た よ う に 、 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ ０ の ２ 箇 所 の 第 ２ の ネ
ジ 部 ２ １ ２ と 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ の ２ 箇 所 の ネ ジ 受 け 部 １ １ １ と の 間 で ネ ジ 留 め さ れ 、 第
２ の 円 筒 体 ２ １ ０ の ３ 箇 所 の 第 ２ の ネ ジ 部 ２ １ ４ と 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ の ３ 箇 所 の ネ ジ 受
け 部 １ １ ２ の 位 置 が 一 致 し て ネ ジ 留 め さ れ る 。 従 っ て 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ の 上 端 部 が 前
述 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 支 持 部 材 ２ ３ ｈ に 相 当 す る 支 持 部 材 が 設 け ら れ て い な く て も
、 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ は 高 位 置 状 態 （ す な わ ち 、 第 １ の 貫 通 孔 ２ ２ ａ と 第 ２ の 貫 通 孔 ２ ２
ｂ の 円 筒 軸 方 向 の 距 離 が ｄ で あ る と き 、 初 期 状 態 に 対 し て 高 さ ２ ｄ だ け 上 昇 し た 位 置 ） に
て 確 実 に 固 定 さ れ 安 定 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て 固 定 支 持 部 材 ２ ３ ｋ 及 び 挿 抜 可 能 支 持 部
材 ２ ３ ｊ は 基 本 的 に は 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ を 容 易 に 高 位 置 状 態 ま で 上 昇 さ せ る た め に 機 能
し 、 固 定 は ネ ジ 留 め に よ り 行 わ れ る 。 こ の よ う な 構 成 か ら 少 数 の 支 持 部 材 の 使 用 で あ っ て
も 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ の 用 意 な 上 昇 と 上 昇 位 置 で の 固 定 が 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て も 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ の 一 部 に 設 け ら れ た 傾 斜 ガ イ ド 部 １
０ ０ に 挿 抜 可 能 支 持 部 材 ２ ３ ｊ 及 び 固 定 支 持 部 材 ２ ３ ｋ を 係 合 さ せ て 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０
を 回 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 高 さ 調 節 の た め の 動 作 を 小 さ く し て 作 業 者 の 労 力 を 軽 減 す る
こ と が で き る 。 ま た 、 簡 単 な 構 造 で コ ス ト を 削 減 し 、 前 記 ユ ニ ッ ト を 支 持 す る た め の 付 勢
力 が ば ら つ か な い ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 を 提 供 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ５ ６ 】
　 な お 、 高 位 置 状 態 に お い て ネ ジ 留 め を 解 除 し 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ を 挿 抜 可 能 支 持 部 材
２ ３ ｊ を 基 点 と し て 回 動 さ せ る こ と に よ り 下 降 さ せ 、 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ の 下 端 部 が 固 定
支 持 部 材 ２ ３ ｋ に 支 持 さ れ た ら 挿 抜 可 能 支 持 部 材 ２ ３ ｊ を 貫 通 孔 ２ ２ ｃ か ら 抜 き 、 さ ら に
固 定 支 持 部 材 ２ ３ ｋ を 基 点 と し て 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ を 回 動 さ せ る こ と に よ り 下 降 さ せ る
こ と で 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ を 初 期 状 態 に 戻 す こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ の 上 端 面 に 設 け ら れ た 第 １ の ユ ニ ッ ト １ が 第 １ の 円 筒 体 １ １
０ と は 独 立 し て 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ の 円 筒 軸 方 向 に 垂 直 な 面 に て 回 転 （ 回 動 ） 可 能 に 構 成
さ れ て い る 場 合 に は 、 第 １ の ユ ニ ッ ト １ を １ ８ ０ ° 回 転 さ せ る こ と で 、 前 記 中 間 状 態 に お
い て も 第 １ の ユ ニ ッ ト １ を 初 期 状 態 の と き と 同 じ 向 き で 高 さ ｄ だ け 上 昇 し た 位 置 に て 使 用
す る こ と が で き る よ う に な る 。 こ の 場 合 、 図 １ １ に 示 す 構 成 で は ネ ジ 留 め さ れ な い の で 、
こ の 中 間 状 態 に お い て も よ り 確 実 に 固 定 さ せ る た め に 当 該 中 間 状 態 に 対 応 す る 位 置 で の ネ
ジ 留 め 可 能 な ネ ジ 部 を 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ ０ に 設 け る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 こ の 中 間 状
態 ま で し か 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ を 回 動 さ せ な い 場 合 は 、 貫 通 孔 ２ ２ ｃ を 設 け る 必 要 も 無 い
。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 さ ら に 、 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て も 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ に は 図 ８ に 示 す よ う な 係 止 部
１ ０ ２ を 設 け る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ は 図 ９ や 図 １ ０ に 示 す よ う
な 形 状 で あ っ て も よ く 、 さ ら に は 円 筒 体 の 代 わ り に 円 柱 体 で あ っ て も よ い の は 第 １ の 実 施
形 態 の 場 合 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 さ ら に ま た 、 貫 通 孔 ２ ２ ａ 及 び 支 持 部 材 ２ ３ ｊ は 必 ず し も 必 要 と す る も の で は な い 。 例
え ば 、 支 持 部 材 は 支 持 部 材 ２ ３ ｋ の １ つ の み と な る が 、 例 え ば 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ の 下 端
部 は 第 ２ の ユ ニ ッ ト ２ に よ り 支 持 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 第 ２ の 貫 通 孔 ２ ２ ｂ に は 固 定 支 持 部 材 ２ ３ ｋ の 代 わ り に 挿 抜 可 能 支 持 部 材 が 用 い ら れ る
よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 １ ２ に 示 す 位 置 に お け る 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ の 状 態 を 初 期 状 態 （ 基 本 位 置 ） と し た が
、 貫 通 孔 を 所 望 の 位 置 に 設 け 、 当 該 位 置 に 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ を 支 持 し た 場 合 の 第 ２ の 円
筒 体 ２ １ ０ に お け る 適 当 な 位 置 に ネ ジ 部 を 設 け る こ と に よ り 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ の 初 期
状 態 に お け る 位 置 を 任 意 に 設 定 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 初 期 状 態 が 決 ま る こ と に よ
っ て 中 間 状 態 や 高 位 置 状 態 に お け る 位 置 も 必 然 的 に 決 ま っ て く る の で 、 必 然 的 に 決 ま る こ
の よ う な 位 置 に 貫 通 孔 を 設 け れ ば よ い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
（ 第 ３ の 実 施 形 態 ）
　 上 記 し た 各 実 施 形 態 に 係 る 第 １ の 円 筒 体 １ １ （ 又 は １ １ ０ ） を 上 下 さ せ る た め に 支 持 部
材 ２ ３ が 係 合 す る 傾 斜 ガ イ ド 部 は 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ （ 又 は １ １ ０ ） の 下 面 を 加 工 し た 形
状 に 限 ら れ な い 。 図 １ ５ は 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る
第 １ の 円 筒 体 の 形 状 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 例 え ば 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 第 １ の 円 筒 体 １
１ ０ ０ の 回 動 軸 に 対 し て 斜 め に 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ ０ の 周 囲 を １ 周 し た 溝 部 １ ０ １ を 設 け
、 こ の 溝 部 １ ０ １ を 支 持 部 材 ２ ３ （ す な わ ち 、 支 持 部 材 ２ ３ ａ 乃 至 ２ ３ ｈ 並 び に 挿 抜 可 能
支 持 部 材 ２ ３ ｊ 及 び 固 定 支 持 部 材 ２ ３ ｋ ） が 支 持 す る 態 様 と し て も よ い 。 溝 部 １ ０ １ は 前
記 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ に 相 当 す る 。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 と 前 述 の 第 １ 又 は 第 ２ の 実 施 形
態 と に お け る 第 １ の 円 筒 体 の 違 い は 、 傾 斜 ガ イ ド 部 が 第 １ の 円 筒 体 の ど こ に 形 成 さ れ る か
が 異 な る だ け で あ り 、 逆 に 見 れ ば 、 前 述 の 第 １ 又 は 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 傾 斜 ガ イ ド 部
１ ０ ０ の 形 状 は 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ （ 又 は １ １ ０ ） の 下 面 に 形 成 さ れ た 溝 部 と 見 る こ と が
で き る の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
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　 本 実 施 形 態 に お い て も 、 前 述 の 第 １ 又 は 第 ２ の 実 施 形 態 の 動 作 の よ う に 、 第 １ の 円 筒 体
１ １ ０ ０ を 回 動 さ せ て 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ ０ の 高 さ 寸 法 を 変 化 さ せ る こ と が で き る 。 但 し
、 本 実 施 形 態 で は 、 溝 部 １ ０ １ が 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ ０ の 下 面 で は な い の で 、 溝 部 １ ０ １
の 形 成 位 置 （ 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ ０ の 上 面 又 は 下 面 か ら の 距 離 ） に よ っ て 第 １ の 円 筒 体 １
１ ０ ０ が 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ （ 又 は ２ １ ０ ） か ら 突 出 す る 寸 法 は 第 １ 又 は 第 ２ の 実 施 形 態 と
同 じ く 隣 接 す る 貫 通 孔 の 間 隔 に 依 存 す る が 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ ０ を 上 下 さ せ る 基 点 が 異
な る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 尚 、 第 ２ の 実 施 形 態 に 適 用 す る 場 合 は 、 溝 部 １ ０ １ の 下 方 に 支 持 部 材 を 逃 す 空 間 が な い
た め 、 固 定 支 持 部 材 ２ ３ ｋ の 代 わ り に 例 え ば 、 挿 抜 可 能 支 持 部 材 を 使 用 し た り 、 或 い は 少
な く と も 支 持 部 材 が 溝 部 １ ０ １ か ら 外 れ る 程 度 に ま で 支 持 部 材 を 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ （ 又 は
２ １ ０ ） の 内 側 面 か ら 引 き 込 む よ う な 構 造 を 採 る 必 要 が あ る か も し れ な い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 従 っ て 、 使 用 者 の 必 要 性 に 応 じ 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０ ０ を ど の 程 度 突 出 さ せ た い の か に
よ っ て 、 溝 部 １ ０ １ の 形 成 位 置 を 定 め る こ と が で き る 。 さ ら に 、 使 用 者 の 数 々 の ニ ー ズ に
応 え ら れ る よ う に 、 溝 部 １ ０ １ を 複 数 設 け て も よ い 。 例 え ば 、 溝 部 １ ０ １ を 隣 接 す る 貫 通
孔 ２ ２ と 略 同 じ 間 隔 で 並 行 に 形 成 す る よ う に し て も よ い 。 こ の と き 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ ０
０ の 回 動 軸 に 対 す る 各 溝 部 １ ０ １ の 傾 き は 略 同 一 で も 異 な っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 以 上 、 ３ つ の 実 施 形 態 を 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 例 と し て 説 明 し た が 、 以
下 に 説 明 す る 種 々 の 例 も 実 施 形 態 の 一 部 と し て 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 に 適 用
し 得 る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 は 、 従 来 の ネ ジ 構 造 に よ る 高 さ 調 節 機 構 の よ う に 、
高 さ を 調 節 す る た め に 「 回 転 方 向 」 が 一 定 と さ れ る も の で は な く 、 傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ の
傾 斜 角 度 に 対 し て 支 持 部 材 ２ ３ の 設 置 位 置 を 細 か く 設 定 し 、 正 逆 方 向 （ 時 計 回 り 、 反 時 計
回 り ） に 回 転 さ せ る 回 動 動 作 （ い わ ゆ る ス イ ッ チ バ ッ ク 動 作 も こ の 動 作 に 該 当 す る ） に よ
り 、 任 意 の ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 を 行 う こ と が で き る も の で あ る の で 、 ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 の た
め の 動 作 を 小 さ く し 、 作 業 者 に か か る 労 力 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ま た 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ （ 又 は １ １ ０ 、 １ １ ０ ０ ） と 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ （ 又 は ２ １ ０ ）
と が 摺 動 す る 構 成 を 示 し た が 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ （ 又 は １ １ ０ 、 １ １ ０ ０ ） に 形 成 さ れ た
傾 斜 ガ イ ド 部 １ ０ ０ （ 溝 部 １ ０ １ ） に 、 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ （ 又 は ２ １ ０ ） に 取 り 付 け ら れ
た 支 持 部 材 ２ ３ が 係 合 し て 第 １ の 円 筒 体 １ １ （ 又 は １ １ ０ 、 １ １ ０ ０ ） を 回 転 さ せ る こ と
に よ っ て 高 さ 寸 法 を 得 る も の で あ る か ら 、 必 ず し も 第 １ の 円 筒 体 １ １ （ 又 は １ １ ０ 、 １ １
０ ０ ） と 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ （ 又 は ２ １ ０ ） と が 摺 動 す る 構 成 を 採 用 せ ず に 、 第 １ の 円 筒 体
１ １ （ 又 は １ １ ０ 、 １ １ ０ ０ ） と 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ （ 又 は ２ １ ０ ） と の 間 に 間 隙 が あ っ て
も よ い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 さ ら に 、 第 １ 又 は 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て は 第 １ の 円 筒 体 １ １ （ １ １ ０ ） が 第 ２ の 円 筒
体 ２ １ （ ２ １ ０ ） に 内 挿 さ れ る 構 成 を 示 し た が 、 図 １ ６ に 示 す よ う に 第 １ の 円 筒 体 １ １ ’
が 第 ２ の 円 筒 体 ２ １ ’ に 外 挿 さ れ る 構 成 を 採 用 し て も 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 さ ら に ま た 、 溝 部 の 形 状 を リ ン グ 状 で は な く 、 弧 状 の 溝 部 に す る こ と も で き る 。 こ れ は
、 微 小 な 高 さ 寸 法 を 得 た い 場 合 に 用 い 得 る 構 造 で あ り 、 例 え ば 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 溝
部 形 成 面 が 異 な る ２ つ の 溝 部 を 連 結 し て 隣 接 す る 貫 通 孔 に 対 応 す る よ う に 形 成 す れ ば よ い
。 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 溝 部 １ ０ ３ の 形 状 が 隣 接 す る ２ つ の 貫 通 孔 を 始 点 及 び 終 点 と し て
略 「 く 」 の 字 形 状 に 形 成 す る 。 こ の よ う な 溝 部 １ ０ ３ の 構 造 を 採 用 す る こ と に よ っ て 、 第
１ の 円 筒 体 １ １ ’ ’ の 回 転 に よ る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 で は な く 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ の 所
定 角 度 の 回 動 動 作 に よ っ て 第 １ の 円 筒 体 １ １ ’ ’ の 高 さ 寸 法 を 調 節 す る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節
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機 構 を 実 現 す る こ と が で き る の で 、 第 １ の 円 筒 体 １ １ ’ ’ の 高 さ 寸 法 を 変 化 さ せ る と き の
使 用 者 に 要 す る 労 力 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 上 記 い ず れ の 実 施 形 態 に お い て 、 第 １ の 円 筒 体 （ 又 は 円 柱 体 等 ） の 回 動 範 囲 に よ っ て は
第 １ 及 び 第 ２ の 円 筒 体 は 必 ず し も 円 筒 等 の 形 状 に 限 ら れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 図 １ ８
（ ａ ） に 示 す 第 １ の 物 体 １ １ ０ ’ の よ う に 外 周 の 少 な く と も 一 部 １ ８ ０ が 円 弧 状 に 形 成 さ
れ 、 当 該 円 弧 状 部 分 １ ８ ０ の 一 部 に 傾 斜 ガ イ ド と な る 溝 部 １ ８ １ を 設 け た り 、 図 １ ８ （ ｂ
） に 示 す 第 １ の 物 体 １ １ ０ ’ ’ の よ う に 当 該 円 弧 状 部 分 を 有 す る 下 面 １ ８ ２ を 傾 斜 ガ イ ド
部 と し て 用 い る よ う に し て も よ い 。 第 ２ の 円 筒 体 （ 又 は 円 柱 体 等 ） の 代 わ り と し て は 、 例
え ば 上 面 か ら 見 た 図 １ ８ （ ｃ ） に 示 す 第 ２ の 物 体 ２ １ ０ ’ の よ う に 第 １ の 物 体 （ こ こ で は
第 １ の 円 筒 体 １ １ （ 又 は １ １ ０ ） ） の 円 弧 状 部 分 を 少 な く と も １ 点 に て 支 持 部 材 ２ ３ ｐ に
よ り 支 持 可 能 で 、 か つ こ の 第 １ の 物 体 の 回 動 を 許 す 形 状 で あ れ ば よ い 。 ま た 、 例 え ば 上 面
か ら 見 た 図 １ ８ （ ｄ ） に 示 す 第 ２ の 物 体 ２ １ ０ ’ ’ の よ う に 、 第 １ の 物 体 １ １ ０ ’ ’ （ 又
は １ １ ０ ’ ） の 円 弧 状 部 分 を 少 な く と も １ 点 に て 支 持 部 材 ２ ３ ｒ に よ り 支 持 可 能 で 、 か つ
第 １ の 物 体 １ １ ０ ’ ’ （ 又 は １ １ ０ ’ ） の 回 動 を 許 す 形 状 で あ っ て も よ い 。 上 述 の 各 実 施
形 態 に お け る 第 １ 及 び 第 ２ の 円 筒 体 等 は 第 １ 及 び 第 ２ の 物 体 の 例 に 過 ぎ な い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 第 １ の 円 筒 体 の 摺 動 方 向 （ 回 動 軸 方 向 ） に 略 直 交 し た 当 該 第 １ の 円 筒 体 の 下 面 に 対 し て
弾 性 体 を 設 け る こ と に よ り 当 該 第 １ の 円 筒 体 を 上 下 さ せ る 従 来 の 高 さ 調 節 機 構 に 比 べ 、 本
発 明 に よ れ ば 第 １ の 円 筒 体 を 支 持 す る た め の 付 勢 力 に ば ら つ き が 生 じ な い ユ ニ ッ ト 間 隔 調
節 機 構 を 提 供 す る こ と が で き る 。 ま た 、 部 品 点 数 が 少 な い 簡 単 な 構 造 と な り 、 製 造 工 程 上
の 煩 雑 さ も な い の で 、 コ ス ト 軽 減 や 歩 留 ま り 向 上 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 上 述 の 各 実 施 形 態 は 、 本 発 明 の 一 例 で あ り 、 本 発 明 は 各 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る こ と は
な い 。 上 述 の 各 実 施 の 形 態 で は 、 超 音 波 診 断 装 置 に 用 い ら れ る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 に つ
い て 説 明 し た が 、 第 ２ の 円 筒 体 に 対 す る 第 １ の 円 筒 体 の 摺 動 方 向 （ 高 さ 方 向 ） は 略 鉛 直 方
向 で あ れ ば 同 様 に 適 用 で き 、 本 発 明 に よ っ て 得 ら れ る 効 果 と 同 様 な 効 果 を 得 る こ と が で き
る 。 さ ら に は 、 使 用 状 態 が 上 下 方 向 で あ る 場 合 、 す な わ ち 高 さ 調 節 に お い て 本 発 明 に 係 る
ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 を 使 用 す る 場 合 に 限 ら ず 、 如 何 な る 方 向 に 対 す る 場 合 で あ っ て も ２
つ の ユ ニ ッ ト 間 の 間 隔 を 調 節 す る 場 合 に 適 用 し 得 る 。 ま た 、 こ の 他 で あ っ て も 、 本 発 明 に
係 る 技 術 的 思 想 を 逸 脱 し な い 範 囲 で あ れ ば 、 設 計 等 に 応 じ て 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 を 用 い た 超 音 波 診 断 装 置 の 第 １ の 実 施 形 態 の
構 成 を 示 す 側 面 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 構 成 を 示 す 斜 視 図
。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 動 作 の う ち 初 期 状
態 の 例 を 示 す 斜 視 図 及 び 断 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 動 作 の う ち 第 １ の
状 態 の 例 を 示 す 斜 視 図 及 び 断 面 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 動 作 の う ち 第 ２ の
状 態 の 例 を 示 す 斜 視 図 及 び 断 面 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 動 作 の う ち 第 ３ の
状 態 の 例 を 示 す 斜 視 図 及 び 断 面 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 動 作 の う ち 第 ４ の
状 態 の 例 を 示 す 斜 視 図 及 び 断 面 図 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 第 １ の 円 筒 体 の 構
造 の 変 形 例 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ９ 】 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 第 １ の 円 筒 体 の 構
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造 の 変 形 例 を 示 す 断 面 図 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 第 １ の 円 筒 体 の
構 造 の 更 な る 変 形 例 を 示 す 断 面 図 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 構 成 を
示 す 斜 視 図 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 動 作 の う ち 初 期
状 態 の 例 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 動 作 の う ち 中 間
状 態 の 例 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 動 作 の う ち 高 位
置 状 態 の 例 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る 第 １ の 円 筒 体 の
構 造 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 第 １ の 円 筒 体 の
構 造 の 変 形 例 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 の 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る 第 １ の 円 筒 体 の
構 造 の 変 形 例 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 に 係 る ユ ニ ッ ト 間 隔 調 節 機 構 に お け る 第 １ 及 び 第 ２ の 物 体 の 変 形 例 を 示
す 斜 視 図 及 び 上 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 １ 　 第 １ の ユ ニ ッ ト
　 ２ 　 第 ２ の ユ ニ ッ ト
　 １ １ 、 １ １ ’ 、 １ １ ’ ’ 、 １ １ ０ 、 １ １ ０ ０ 　 第 １ の 円 筒 体
　 ２ １ 、 ２ １ ’ 、 ２ １ ０ 　 第 ２ の 円 筒 体
　 ２ ２ 　 取 り 付 け 孔 （ 貫 通 孔 ）
　 ２ ３ 　 支 持 部 材
　 ９ １ 、 ９ ３ 　 周 縁 部
　 ９ ２ 　 中 心 部 分
　 ９ ４ 　 円 筒 体 外 周 部
　 １ ０ ０ 　 傾 斜 ガ イ ド 部
　 １ ０ １ 、 １ ０ ３ 、 １ ８ １ 　 溝 部
　 １ ０ ２ 　 係 止 部
　 １ １ ０ ’ 、 １ １ ０ ’ ’ 　 第 １ の 物 体
　 １ １ １ 、 １ １ ２ 　 ネ ジ 受 け 部
　 １ ８ ０ 　 円 弧 状 部 分
　 １ ８ ２ 　 下 面
　 ２ １ ０ ’ 、 ２ １ ０ ’ ’ 　 第 ２ の 物 体
　 ２ １ １ 、 ２ １ ３ 　 第 １ の ネ ジ 部
　 ２ １ ２ 、 ２ １ ４ 　 第 ２ の ネ ジ 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

(21) JP 2005-205200 A 2005.8.4



专利名称(译) 单位间隔调整机构和超声波诊断装置

公开(公告)号 JP2005205200A 公开(公告)日 2005-08-04

申请号 JP2004370863 申请日 2004-12-22

[标]申请(专利权)人(译) 株式会社东芝
东芝医疗系统株式会社

申请(专利权)人(译) 东芝公司
东芝医疗系统有限公司

[标]发明人 佐藤友広

发明人 佐藤 友広

IPC分类号 F16M11/28 A61B8/00

CPC分类号 A61B8/44 A61B8/4405 A61B8/462 F16C31/02 F16C2316/10 F16M11/046 F16M11/08 F16M11/42 
F16F15/00

FI分类号 A61B8/00 F16M11/28.D

F-TERM分类号 4C601/EE11 4C601/LL25

代理人(译) 堀口博

优先权 2003429149 2003-12-25 JP

其他公开文献 JP4672358B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种用于调节两个单元之间的间隔的单元间隔调节机
构，其使得用户能够容易地将间隔调节为预定间隔，具有简单的结构，
具有较少的部件，并且降低了成本。 提供一种使用该超声波诊断装置的
超声波诊断装置。 与第一单元连接的第一圆柱体，与第二单元连接的第
二圆柱体，该第二圆柱体外推或内部插入第一圆柱体中，以及第一圆柱
体， 如图1所示，在圆筒体上设置有相对于第一圆筒体的中心轴具有规
定的倾斜度的倾斜引导部，该倾斜引导部在第一圆筒体的中心轴方向上
与该倾斜引导部卡合。 其特征在于，设置有用作旋转运动的基点的多个
支撑构件和用于将支撑构件安装到第二圆柱体的多个安装孔。 [选择图]
图3
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